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1. 仕様書改版履歴 
 

仕様書改版履歴 
発 行 
年月日 

改版ページ 
変更図番 Rev 改版理由･改版内容 記印 

2016.11.28 新規発行 1 初版発行 KH 
2016.12.19 8 2 適合入力電源を追加 KH 

2017.4.6 7 3 使用済みバッテリー送付先変更 KH 

2017.10.24 
9,10,13,14,15,
17,18,20,22,36

,38 
4 

グリーンモード停電時切り替え時間を追加、

対応拡張バッテリーパック型番追加、ネット

ワークポートに関する情報追加、添付品リス

ト追加、その他誤記等訂正 

KH 

2020.7.28 8,11,42 5 外部入力サーキットブレーカー定格追加、主

な保護動作仕様追加、外形図追加 
KH 

2021.6.30 39 6 
火災予防条例の規制対象の部分の拡張バッ

テリーパックの名称が SURR192XLBP となっ

ていたため、SRT192BPJ に訂正 

YK 

2023.7.13 40 7 3 供給及び修理の継続 7 年間に変更 YK 

 



 

 - 3 - 
Rev.7 

 

 

２．安全に関する情報 
APC 製品、バッテリーの設置および保守の際に従うべき注意事項が記載されています。APC 製

品のセットアップ、設置、再配置、保守を担当されるお客様は本仕様書および製品に同梱されて

いるユーザマニュアルを必ずお読みの上、指示に従ってください。 
本仕様書で使用する規約 
このセクションでは、本仕様書を通して使用する記号を定義します。必ず全てに目を通して、指示

にしたがってください。 

 
 

人が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じることが想定されるこ

とを示します。 

 
 

人が死亡または重傷を負う可能性があることを示します。 

 

 人が傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性があることを

示します。 

 

取扱い時の安全確保のために 

 

・ UPS の質量にご注意ください (4 人以上で作業を行ってください。)。装置を持ち上げると

きはしっかりと持って運んでください。無理に持ち上げると腰等を痛めたり、落としてケガ

をすることがあります。 

 ＞65kg 
・ 10°以上の傾斜のある場所での移動は避けてください。 
・ 本 UPS の上に乗ったり、物を載せないでください。倒れたり、落ちたり、壊れたりしてケ

ガをすることがあります。 

・ 本 UPS を不安定な場所に設置しないでください。本 UPS が倒れ、ケガをすることがありま

す。 

・ 常時震動する場所や、衝撃の発生する場所には設置しないでください。故障の原因となりま

す。 

 

 

・ 本 UPS は内部にバッテリーを含んでいます。AC 電源に接続されていない場合でも、出力

コンセントに電圧が出力されていることがあります。 

警告 

危険 

注意 

注意 

警告 



 

 - 4 - 
Rev.7 

 

・ UPS の電源が入っている時は電源ケーブルの入力プラグを抜かないでください。本 UPS ま

たは本 UPS に接続された機器から安全接地が外れてしまいます。 

・ 発火または感電の危険性をなくすために、本 UPS は、温度、湿度管理された、清潔で誘電

性の汚染物のない室内に設置してください。水の近く、または極度に湿度の高いところでは

使用しないでください。 

・ 本 UPS 内部に異物を入れないでください。金属類や燃えやすいもの等の異物が入ると内部

の部品がショートして感電や火災の原因となります。万一、異物が入った場合は、本 UPS
をオフにし、電源を切ってから電源ケーブルを抜いて、弊社までご連絡ください。 

・ 本 UPS 内部に水等の液体を入れないでください。感電や火災の原因となります。万一、液

体が入った場合、本 UPS をオフにし、電源を切ってから電源ケーブルの入力プラグを抜い

て、弊社までご連絡ください。 

・ 本 UPS をほこりの多い所に設置しないでください。ほこりがたまり、内部の部品がショー

トして感電や火災の原因となります。 

・ 塩分や腐食性のガスの発生する場所では使用しないでください。 

・ 本 UPS の吸気口および排気口をふさがないでください。本 UPS 内部の温度が異常に高くな

ると、誤動作･故障の原因となるばかりか、火災の原因となります。 

・ 本 UPS を直射日光や熱器具の熱が当たるような場所に設置しないでください。熱により火

災の原因となります。 

 

電気的な安全確保のために 

 

・ 引火性のあるガスや発火性の物質がある場所で使用しないでください。火花が発生した場合

にこれらの物質に引火し、爆発する危険があります。 

・ 本 UPS の使用中に異音、異臭の発生や異常が生じた時は、直ちに本 UPS の電源を切ってか

ら電源ケーブルの入力プラグをコンセントから抜いてください。使用を中止し、販売店また

は弊社までご連絡ください。 

・ 絶縁耐圧試験、絶縁抵抗試験を行うことを禁止します。発煙、火災、故障の原因となります。 

・ 強い衝撃や震動を与えないでください。本製品が破損したり、故障の原因となることがあり

ます。 

 

 

・ AC200V（50/60Hz）の単相 2 線電源電圧にてご使用ください。規定以外の AC 電源にて使

用すると故障し、火災、感電等の原因となります。 
・ アースを確実に取り付けてください。取り付けない場合、故障・漏電の際に感電の原因とな

ります。また、ノイズ混入の原因にもなります。 
・ 本 UPS を設置する前に、電源ケーブル、入力プラグ、出力コンセントに破損のないことを

確認してください。破損したものを使用すると、故障、火災、感電等の原因となります。 
・ 本 UPS に接続されているケーブル類は曲げたり束ねたり、ものを載せたり、はさみ込んだ

りしないでください。ケーブルが破損し、感電や火災の原因となります。 
・ ケーブル類の接続が不完全のまま使用しないでください。ショートや発熱により感電や火災

危険 

警告 
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の原因となります。 
・ コンセント、ケーブル、本 UPS の背面コネクターは水等で濡らさないでください。感電や

火災の原因となります。 
・ 電源ケーブルの抜差しは、本 UPS をオフにし、電源を切ってから入力プラグ部分を持って

行ってください。電源ケーブルの破損により感電や火災の原因となります。 
・ 電源はコンセントから直接とり、タコ足配線はしないでください。コンセントが過熱し、火

災の原因となります。 
・ UPS の最大入力電流以上の電流容量のある電源コンセントに接続してください。電源配線

が発熱する事があります。 
・ 電源ケーブルの接続に延長コードが必要となるようなコンセントから離れた場所に設置し

ないでください。無停電電源装置の電源仕様に合っていない電源ケーブルに接続すると、電

源ケーブルが過熱して火災の原因となります。 
・ 機器の配線は単相 2 線（アース付き）の交流電源をお使いください。この電源はヒューズや

ブレーカ等の電気遮断装置に配線されている必要があります。遮断装置を介さない電源への

接続は感電の原因となる場合があります。 
・ 配線の工程を必要とする電気機器の設置は、必ず電気工事の有資格者に依頼してください。 
・ 危険な状態での単独作業は避けてください。 
・ 導電体を通じて多量のショート電流が流れると、重度の火傷などの原因になる事がありま

す。 
 

 

・ 電源ケーブルを足でひっかけるような場所には配線しないでください。つまずいて怪我をす

ることがあります。 

・ 無停電電源装置の電源ケーブルを接続するコンセントの接地線を他の機器の接地線（とくに

大電力を消費する機器等）と共用しないでください。誤動作や故障の原因となります。 

・ 本 UPS はシーケンサ等の電圧波形によって動作を左右されるような工作機械への使用には

適しておりません。 

・ この装置は、短時間の商用電源変動に対応する無停電電源装置ですが、商用電源が常に不安

定な環境における商用電源の修正を目的とした使用には適しておりません。 

・ レーザプリンタを本 UPS のバックアップコンセントに接続しないでください。レーザープ

リンタは、定期的に著しい電力を消費するため、本 UPS が過負荷状態になる可能性があり

ます。 

 

電源を切る際の安全確保のために 
・機器にバッテリーなどの内部電源を搭載している場合は、装置が AC 電源に接続されていない場

合でも出力側に電力が発生する場合があります。 

・ UPS の電源を切るには、5 秒以上出力 ON/OFF ボタンを押し、機器の電源を切ります。次いで、

AC 電源ケーブルをコンセントから外して、バッテリーを外します。 

 

無停電電源装置は、一般事務室における事務処理用として開発されたものです。したがっ

て、以下のような用途には使用しないでください。 

注意 

警告 
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・人体／生命に重大な影響をおよぼすような医療機器の制御 

・きわめて高度な信頼性を要求される原子力／航空宇宙機器等の制御 

・工作機械の制御 
・交通機関（電車や自動車等）の制御や管制 

 

バッテリーの安全確保のために 

 

・バッテリーは定期的に交換してください。 

・バッテリーは寿命をすぎると、容器の劣化により液漏れすることがあります。漏れ液には希

硫酸が含まれているため、発煙、火災の恐れがあります。また皮膚に付着したり目に入った

場合、火傷や失明することも考えられます。万一、皮膚に付着したり目に入った場合は、す

ぐに流水で洗浄して、医師に相談してください。 
・本UPSはバッテリーを使用しています。本製品のバッテリーを火の中に入れないでください。

有毒ガスの発生や爆発、破裂したりする危険性があります。 
・バッテリーが液漏れを起こした場合は火気を近づけないでください。 
・バッテリーが液漏れを起こした場合、同時に水素ガスが漏れている可能性がありますので、

たばこやライター等の火気は絶対に近づけないでください。 

・可燃性ガスがある場所でバッテリー交換をしないでください。バッテリーを接続する際、火

花が飛び、爆発・火災の原因になる恐れがあります。 

・バッテリーを金属物でショートさせないでください。火傷をしたり、火災を引き起こす事が

あります。また、使用済みバッテリーでも内部に電気エネルギーが残っています。 

 

 

・バッテリーの取扱いでは短絡大電流による感電または火傷のおそれがあります。 

・次の注意事項を必ず守ってください。 

・時計、指輪、ネックレスまたはその他の金属物を外してください。 

・絶縁された取っ手のついた工具を使用してください。 

・バッテリーの上に工具または金属部品を置かないでください。 

・バッテリー配線またはコネクターは絶対に交換しないでください。配線の交換は傷害の原因

になります。 

・最初に UPS に取り付けらていたバッテリーと同一仕様のバッテリーに交換してください。

APC 製のバッテリー以外はサポートしかねますのでご了承ください。 
・UPS がバッテリー運転のときに、バッテリー交換をしないでください。 
・バッテリーは寿命をすぎると、容器の劣化により液漏れすることがあります。漏れ液には希

硫酸が含まれているため、発煙、火災の恐れがあります。 
・バッテリーの寿命は使用温度条件や負荷容量、放電回数によって大きく変化します。 

危険 

警告 
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・本 UPS 周辺の荷物の積み上げ等で換気が妨げられた場合、バッテリーの温度が上昇し、寿命

が短縮します。 

・本 UPS は周囲温度が 5～25 ℃の範囲内で管理することをお薦めします。 

 

バッテリーのリサイクル 
バッテリーに関する情報は下記 URL にて公開しています。 

インターネット:  http://www.apc.com/jp/ 

 

バッテリーは必ずリサイクルしてください。古いバッテリーは適切なリサイクリング施設まで届け

るか、新しいバッテリーの梱包材に包んで、弊社指定の下記住所までお送りください。詳しくは新

しいバッテリーの説明書をご覧ください。(詳細については下記の連絡方法 を参照) 

 
使用済みバッテリー送付先(弊社指定交換用バッテリご購入時) 

 

〒321-0905 栃木県宇都宮市平出工業団地 38-25  

㈱ダイセキ MCR 内 シュナイダーエレクトリック株式会社 サービスセンター  

使用済みバッテリー受付係 TEL:028-664-2228 

s-info@daiseki-mcr.com 

 

シュナイダーエレクトリックへの連絡方法 
弊社連絡先は、下記 URL からご確認ください｡ 

インターネット:  http://www.apc.com/jp/ 

 

http://www.apc.com/jp/
http://www.apc.com/jp/
http://www.apc.com/jp/
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３．仕様 

全般 
項目 仕様・機能 規格・備考 

運転方式 常時インバータ方式  
冷却方式 強制空冷 速度可変制御あり 
    

外形寸法 
項目 仕様・機能 規格・備考 

製品寸法(H×W×D [mm]) 130x432x746  
梱包寸法(H×W×D [mm]) 330x610x960  
    

質量 
項目 仕様・機能 規格・備考 

正味質量 56.6kg  
梱包質量 64.4kg  
    

交流入力 
項目 仕様・機能 規格・備考 

適合入力電源 

L1-L2(N)：約 AC200V 
L1-G   ：約 AC100-200V 
L2(N)-G：約 AC0-100V 
周波数 ：42-68Hz 

L1,L2：ライン 1,2 
N：ニュートラル 
G：グランド 

推奨外部入力 
ブレーカー定格 30A 

注：本 UPS は推奨されている最大

分岐回路過電流保護を備えた回

路にのみ接続してください。 
定格入力電圧 AC200V  
相数 単相 2 線 アース付き 

入力電圧範囲 175-275V 負荷 100%時 
100-275V 負荷 50%負荷時 

定格入力周波数 50/60Hz 自動検出 
入力周波数範囲 40-70Hz  
定格入力電流 24A  
入力ケーブル長[cm] 290 入力プラグを含まず 
入力プラグ形状 NEMA L6-30P 標準プラグ 

入力ハードワイヤ接続 端子台による配線可 国および地域の規制に従った

5-16mm2線による 

入力力率 0.98 以上 負荷 50%以上、 
オンライン運転時 

    

交流出力 
項目 仕様・機能 規格・備考 

定格出力電圧 AC200V  
相数 単相 2 線 アース付き 
定格出力周波数 50/60±3Hz 50/60±3Hzまたは 0.1Hz設定可 

最大出力容量 5200VA / 4600W  
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３．仕様(つづき) 
交流出力 

項目 仕様・機能 規格・備考 

出力コンセント形状×数 NEMA L6-20R×2 個、 
NEMA L6-30R×2 個 

NEMA L6-20R×2 個には、

20A の出力ブレーカー付き 

出力ハードワイヤ接続 端子台による配線可 
専用出力ハードワイヤキッ

ト（型番：SRT001）の購入

が別途必要です。 

出力電圧 AC200V ±1%（静的）、 
AC200V ±1.25%（動的）  

高調波歪率 1%（線形負荷）、 
3%（非線形負荷）  

最大負荷時効率 92%（オンライン運転時） 
97%（グリーンモード時）  

バッテリー運転時の出力波形 フィルタリングされた正弦波 AC-DC-AC 変換による電力

供給 

停電時切り替え時間 無瞬断 オンライン運転時 
<10ms(通常) グリーンモード時 

グリーンモード/ 
バイパス切り替え時間 <10ms(通常) グリーンモード/自動バイパ

ス/手動バイパス 
サポートされる 
クレストファクタ 無制限 但し、2.5:1 に制限される 

過負荷保護 
105%（検出） 
125%（1 分間） 
150%（30 秒） 

オンライン運転：105%以上

でバイパス運転 
バッテリー運転時：出力停止 

    

バッテリー仕様 
項目 仕様・機能 規格・備考 

バッテリー形式 小形シール鉛蓄電池  
バッテリーモジュール仕様 96VDC/5Ah×2 個 2 個直列(192VDC)で使用 

バッテリーモジュール 2 個 12VDC/5Ah バッテリー 
×16 個 

バッテリー期待寿命 
(交換目安は、保証値ではありま

せん) 

使用温度 期待寿命 放電回数と周囲温度によっ

て変化する。 
※バッテリー交換 LED 点灯

の有無にかかわらず、左記期

間を経過した場合は、バッテ

リーを交換してください。 

5～25℃ 4～5 年 

30℃ 2.8～3.5 年 

35℃ 2～2.5 年 

バッテリー低電圧信号 シャットダウン 2.5 分前より 
アラーム警告 初期設定時 

充電時間 約 3 時間 90%容量までの充電時間 
(拡張バッテリーなしの場合) 

充電動作 AC 入力給電により充電 電源スイッチ OFF 状態でも

充電可能 
交換用バッテリーキット型番 APCRBC140J  

対応拡張バッテリーパック型番 SRT192BPJ※ ※ラック設置の場合レール

キットSRTRK2が必要です。 
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３．仕様(つづき) 
    

電気特性 
項目 仕様・機能 規格・備考 

突入電流 68Apeak  

消費電力 

391W(オンライン時) 
118W(グリーンモード時) 通常時、全負荷 

614W(オンライン時) 
531W(グリーンモード時) 充電時、全負荷 

発熱量 

1390kJ/h(オンライン時) 
420kJ/h (グリーンモード時) 通常時、全負荷 

1490kJ/h (オンライン時) 
573kJ/h (グリーンモード時) 充電時、全負荷 

1m 距離での可聴ノイズ 55dB 以下 オンライン運転時 
漏れ電流 3.5mA 以内  
耐電圧 AC1500V 1 分間  
安全規格、EMC UL1778 、VCCI Class A  

環境耐量 

IEC61000-4-2 Level IV 

静電気放電イミュニティ 
接触放電：±8kV 
気中放電：±15kV  
 

IEC61000-4-3 Level III 
放射性無線周波数電磁界イ

ミュニティ 
試験規格値：27～6000MHz 

IEC61000-4-4 Level Ⅱ 

電気的ファースト トランジ

ェント／バースト イミュニ

ティ 
試験規格値：±4kV 

IEC61000-4-5 Level III サージ イミュニティ 
試験規格値：：±6kV 

 

通信と管理 
項目 仕様・機能 規格・備考 

UPS 管理ソフトウェア PowerChute Network 
Shutdown (v4.0 以上) 

別売、 
ネットワークポート経由 

ネットワーク対応プロトコル 

HTTP, HTTPS, IPv4, IPv6, 
NTP, SMTP, SNMP v1, SNMP 
v2c, SNMP v3, SSH v1, SSH 
v2, SSL, TCP/IP, Telnet 

 

ネットワークインターフェイス

接続 RJ-45 10/100 Base-T  

ネットワーク認証 Radius  

その他通信方法 

USB-HID USB ポート 

Modbus RJ45 シリアルポート、 
USB ポート 

シンプルシグナリング RJ45 シリアルポート 
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 ３．仕様(つづき) 
 

主な保護動作 
項目 仕様・機能 規格・備考 

入力過電圧保護 AC275V 以上でバッテリー運転に切替  
出力短絡保護 出力短絡が約 500ms継続時に出力停止  

過負荷保護 

30A 
(外部入力ブレーカーによる保護) バイパス運転時 

105%（検出） 
125%（1 分間） 
150%（30 秒） 

オンライン/グリーン運転： 
105%以上でバイパス運転

に切替 
バッテリー運転時： 
出力停止 

バッテリー温度異常 60℃以上でバイパス運転に切替もしく

は出力停止  

バッテリー過充電保護 充電電圧 225V 以上で充電停止  

ファンロック異常 ファンロック検出でバイパス運転に切

替もしくは出力停止  

 

使用環境 
項目 仕様・機能 規格・備考 

使用周囲条件 

0～40℃ 周囲温度 
0～95%(結露なきこと) 相対湿度 
3,000 メートル以下 
(10,000 フィート以下) 最大高度 

保存周囲条件 

-15～45℃ 周囲温度 
0～95%(結露なきこと) 相対湿度 
15,000 メートル以下 
(50,000 フィート以下) 最大高度 

振動(梱包時) ISTA(International Safe Transit 
Association) : Procedure 2A  

落下(梱包時) ISTA(International Safe Transit 
Association) : Procedure 2A  
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４．各部の名称 
 
UPS の前面に備える UPS ディスプレイインターフェイスの説明です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

UPS ディスプレイインターフェイス 
 

No. 名称 機能説明 

① 電源オン/オフボタン 

UPS の出力開始・停止を操作するボタンです。入力電源が

供給されていない状態で本ボタンを押して操作するとコ

ールドスタートにより UPS の出力を開始することが可能

です。 

② 
ロードアイコン 負荷容量の割合をステータスバーの本数で示します。それ

ぞれの目盛りが約 16%の負荷容量を示します。 
アラーム音の無効/ミュート

アイコン 
アラーム音の無効/ミュートを示します。 

③ UPS ステータス情報 UPS の状態や設定に関する情報を表示します。 
④ 運転モードアイコン UPS の運転モードを表示します。 
⑤ ESC ボタン 現在の画面を終了して、前の画面に戻ります。  

⑥ OK ボタン 選択したメニューコマンドを展開または選択肢の一覧を

展開します。 
⑦ 上/下矢印ボタン 選択項目を上または下に移動します。 

⑧ 制御可能コンセントグルー

プステータスアイコン 
制御可能コンセントグループの状態を示します。 

⑨ バッテリーステータス 
アイコン 

バッテリーの充電状態を示します。 
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４．各部の名称(つづき) 
 
UPS の背面パネルの説明です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

背面パネル 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 名称 機能説明 

①  SmartSlot 別売のマネージメントアクセサリーカードを実装するた

めのスロットです。 

②  拡張バッテリーコネクター 

拡張バッテリーパックを接続するコネクターです。拡張バ

ッテリーパックを接続することで、停電時のバックアップ

時間を延長することができます。本 UPS は拡張バッテリ

ーパックを最大 10 台まで自動認識します。 

③ シャーシ接地線用ネジ 
UPS や XLBP にはグランドリードアース線 に接続するた

めの接地ネジがあります。アース線に接続する前に、電源

から UPS を取り外してください。 

⑤ EPO ポート 
緊急時に UPS を停止したい場合、EPO ポートの端子をシ

ョートまたはオープンさせることで、UPS を停止させるこ

とができます。 

⑥ シリアル(COM)ポート 

シリアル (COM) ポートを使って UPS と通信します。 
注：インターフェイスキットは、付属品または APC by 
Schneider Electric 認定のものを使用してください。市販

のシリアルインターフェイスケーブルは UPS コネクター

との互換性がないため使用しないでください。 

⑦ USB ポート 
 

USB ポートを使ってネイティブのオペレーティング シ
ステムや UPS に接続します。 
注：シリアルポートと USB ポートは同時には使用できま

せん。 

⑧ 汎用入出力(I/O)ポート 

下記オプション品を使用するためのポートです。 
• 温度センサー AP9335T (付属品) 
• 温湿度センサー AP9335TH（付属していません）。 
• 入出力コネクター AP9810 (付属していません) 。 

本コネクターは、接点入力 2 つと出力リレー１つで構

成されています。 
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４．各部の名称(つづき) 
 
No. 名称 機能説明 

⑨ コンソールポート ネットワーク管理機能の初期設定やコマンドラインイン

ターフェイスにアクセスする際に使用します。 

⑩ ネットワークポート ネットワークポートを使用して、UPS をネットワークに

接続します。 

⑪ リセットボタン 

ネットワーク管理機能のためのリセットボタンです。ネッ

トワーク管理機能を再起動します。UPS の設定項目はリセ

ットされません。 
注：ネットワーク管理機能の再起動を行っても UPS の出

力には影響を与えません。 

⑫ AC 入力電源ケーブル 
UPS は入力電源ケーブル(NEMA L6-30P)を備えています。

入力電源ケーブルを外してハードワイヤ配線を行うこと

が可能です。 

⑬ 制御可能コンセント 
グループ１ 

負荷機器を接続する出力コンセント(NEMA L6-20R x2 個)
です。出力電流 20A まで接続することができます。UPS の
前面パネルや UPS 管理ソフトから出力の開始/停止や再

起動を行うことができます。 

⑭ 制御可能コンセント 
グループ２ 

負荷機器を接続する出力コンセント(NEMA L6-30R x2 個)
です。出力電流 26A まで接続することができます。UPS
の前面パネルや UPS 管理ソフトから出力の開始/停止や

再起動を行うことができます。 

⑯ サーキットブレーカー 
制御可能コンセントグループ１用の過負荷保護サーキッ

トブレーカーです。L6-20R コンセント 2 個の電流値の合

計が 20A 以上で動作します。 
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４．各部の名称(つづき) 
 
ネットワークポートに関する説明です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ネットワークポートの拡大 
 
No. 名称 機能説明 

① ネットワークポート ネットワークポートを使用して、UPS をネットワークに

接続します。 

② コンソールポート ネットワーク管理機能の初期設定やコマンドラインイン

ターフェイスにアクセスする際に使用します。 

③ ステータス LED 
ネットワーク管理機能のステータスを示します。 
LED 状態の意味については 5 項「ネットワークポート LED
の概要」を参照ください。 

④ リンク RX/TX(10/100)LED 
ネットワーク管理機能の通信状態を示します。 
LED 状態の意味については 5 項「ネットワークポート LED
の概要」を参照ください。 

⑤ リセットボタン 

リセットボタンを押して、ネットワーク管理機能を再起動

します。 
注：ネットワーク管理機能の再起動を行っても UPS の出

力には影響を与えません。 
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５．表示・動作 
 
運転モードアイコンの説明 

オンラインモード 

 オンラインモードは、接続されている負荷機器に電力を供給するために、UPSが商用電源を取り

込んで、ダブルコンバージョン（オンライン運転）を行っています。 

 

オンバッテリーモード 

 オンバッテリーモードは、UPS が接続している負荷機器にバッテリーから電力供給しています。 
 

グリーンモード 

グリーンモードの場合、商用電源が直接負荷機器に供給されます。商用電源に停電が発生すると、
10ms 以内にオンラインモードまたはバッテリーモードに切り替わります。グリーンモードを利用
する場合、電源が安定していること、電源変動に脆弱な負荷機器ではないことを確認してください。
短時間の内に繰り返し入力電圧がグリーンモードの入力電圧範囲(184～216V:デフォルトの場合)
を超えた場合、自動的にグリーンモードは解除されオンラインモードになります。 
 

バイパスモード 

バイパスモードの場合、負荷機器は入力電圧と周波数が制限内である限り商用電源を使用します。 
UPS に内部異常や過負荷状態が発生した場合、手動による切り替え操作および UPSアクセサリーか
らユーザーがコマンド実行した際に切り替ります。UPSがバイパスモードになっている場合、バッ
テリーによる電力供給ができません。 
 
制御可能コンセントグループ ステータスアイコンの説明 

制御可能コンセントグループ利用可 

本アイコンが点灯している場合、コンセントグループの出力が利用可能であることを示します。
本アイコンの横に表示される番号は該当するコンセントグループを示します。本アイコンが点滅し
ている場合、コンセントグループは待機時間をカウントしており、条件がそろうと自動的に出力が
停止することを示します。 
 

制御可能コンセントグループ利用不可 

本アイコンが点灯している場合、コンセントグループの出力が利用不可であることを示します。
本アイコンの横に表示される番号は該当するコンセントグループを示します。本アイコンが点滅し
ている場合、入力電圧が復旧することを待っていたり、待機時間をカウントしており、条件がそろ
うと自動的に出力が開始されることを示します。 
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５．表示・動作（つづき） 
 
UPS ディスプレイインターフェイスの機能説明 
 UPS ディスプレイインターフェイスを使って、UPS の状態、制御、設定、診断、ログ確認、UPS
情報等を確認、操作、設定することが可能です。また IP アドレス(IPv4)を設定することが可能です。 
 
セルフテスト（自動）  

UPS の出力が開始されるとセルフテストが自動的に実行され、その後 2 週間毎(デフォルト設定
時)に繰り返されます。セルフテスト中、UPS は一時的にオンバッテリーモードにより負荷機器を
稼動します。セルフテストの結果が不合格の場合、UPS は短い警告音を 1 分間発し、バッテリー
交換が必要なことをディプレイに表示します。また、バッテリーが接続されていない場合、ディス
プレイにバッテリーが未接続である旨が表示され、短いアラーム音が 2 秒毎に鳴ります。 
 
制御可能コンセントグループの制御 

本 UPS は２つの制御可能コンセントグループを装備しています。それぞれが電源を供給してい
る機器に対し独立してスイッチのオン、オフや再起動をおこなうことができます。 

制御可能コンセントグループの制御には下記コマンドによる操作が可能です。 
－ Turn Off（停止）: 出力を停止し，マニュアル操作でのみ再起動が可能 
－ Turn On（起動）: 出力を起動 
－ Reboot（再起動）: シャットダウンし再起動 
さらに，制御可能コンセントグループには下記の設定をおこなうことができます。 
－ 指定した順序で出力を起動または停止にする 
－ 各種状況に応じて自動的に停止またはシャットダウンをおこなう 
注意：コンセントグループに何も設定されていない場合，運転時はすべてのコンセントグループ

から出力供給されます。 
 
ネットワークポート LED の概要 
リンク RX/TX（10/100）LED 

 

 
 
 
 

状態 説明 

消灯 

以下の項目（ひとつまたは複数）に相当する状況になっています。 
• ネットワーク管理機能が入力電源を受けていません。 
• ネットワーク管理機能とネットワークを接続しているケーブルが接続されていないか、あ

るいは故障しています。 
• ネットワーク管理機能とネットワークを接続している機器に電源が入っていないか、ある

いは正しく機能していません。 
• ネットワーク管理機能自体が正常に動作していません。修理または交換が必要な可能性

があります。 シュナイダーエレクトリックのカスタマサポートまでご連絡ください。 

緑の点灯 
ネットワーク管理機能は、毎秒 10 メガビット(Mbps)の速度で作動するネットワークに接続さ

れています。 

緑の点滅 
毎秒 10 メガビット(Mbps）の速度でネットワーク管理機能がネットワークからデータパケット

を送/受信しています。 

オレンジ色の点灯 
ネットワーク管理機能は、毎秒 100 メガビット(Mbps)の速度で作動するネットワークに接続

されています。 

オレンジ色の点滅 
毎秒 100 メガビット(Mbps）の速度でネットワーク管理機能がネットワークからデータパケッ

トを送/受信しています。 
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５．表示・動作（つづき） 
 

ステータス LED 

 

ネットワーク管理機能の主な機能 
・ 10/100 Mbps の接続速度をサポート 
・ データログ機能。データログにはファイル転送プロトコル（FTP）、Secure CoPy（SCP）、またはWebブ

ラウザを介してアクセス可能 
・ UPS のスケジューリング可能 
・ イベントログ機能。イベントログには Telnet、Secure SHell (SSH)、FTP、SCP、または Web ブラウザ

を介してアクセス可能 
・ システムログ（Syslog）メッセージの生成 
・ Bootstrap Protocol（BOOTP）サーバまたは Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）サーバ

を使用して、ネットワーク管理機能がネットワーク通信で必要とする TCP/IP 値を取得可能 
・ UPS またはシステムイベントに対する電子メール通知の生成 
・ SNMP トラップ、電子メール通知、イベントログをイベントの重要度とカテゴリに基づき制限 
・ 複数のネットワーク管理機能や Network Management Card をネットワーク上で同時設定可能 
・ ネットワーク管理機能のハードウェアプラットフォームに基づきUPS特定のアプリケーションモジュール

の提供 
・ SSH、Secure Sockets Layer（SSL）、Secure CoPy（SCP）をサポートしておりセキュリティの提供を

強化 
※サーバのシャットダウンには PowerChute Network Shutdown またはサーバ上で稼働するその他の管理ソ

フトウェアが必要です。 
 

状態 説明 

消灯 

次のいずれかの状況です。 
•ネットワーク管理機能が入力電源を受けていません。 
•ネットワーク管理機能が正常に動作していません。 修理または交換が必要な可能性が

あります。 シュナイダーエレクトリックのカスタマサポートまでご連絡ください。 

緑の点灯 ネットワーク管理機能の TCP/IP 設定は有効です。 

緑の点滅 ネットワーク管理機能の TCP/IP 設定が正しくありません。*１ 

オレンジ色の点灯 
ネットワーク管理機能でハードウェア障害が検出されました。 シュナイダーエレクトリック

のカスタマサポートまでご連絡ください。 

オレンジ色の点滅 ネットワーク管理機能が BOOTP リクエストを作成しています。*１ 

緑とオレンジの 
交互点滅 

LED が交互にゆっくり点滅している場合、ネットワーク管理機能は DHCP *2 リクエストを

作成しています。*１ 
LED が交互にすばやく点滅している場合、ネットワーク管理機能は起動中です。 

*１ BOOTP または DHCP サーバを使用していない場合、ネットワーク管理機能 の TCP/IP 設定を指定する

方法については、ネットワーク管理機能の「インストールマニュアル」を参照してください。「インストールマニュア

ル」ネットワーク管理機能の「ユーティリティ CD」 により PDF 形式で提供されています。 
*2 DHCP サーバの使用方法については、「インストールマニュアル」の「TCP/IP の設定方法」を参照してくだ

さい。 
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６．設置 
 
 UPS 本体は、下図で指定した設置方向以外では使用しないでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
UPS のバッテリー取り外し方法 
 
梱包箱から開梱後 UPS を取り出す際はそのまま UPS を持たず、下記の手順で最初に UPS からバ
ッテリーを取り外してください。 
 

１．バッテリーカバーのネジ４箇所を外します。 
２．バッテリーカバーの取っ手を持って下記図の矢印の方向にスライドさせます。 

 

 

 

 

 

 

 

３．バッテリーカバーを開けて、バッテリーコネクターを外します。 
４．UPS からバッテリーを取り外します。 
 

 

 
 
 
 
 
 

３ ４ 

１ ２ 
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６．設置（続き） 
 
UPS のタワー型設置方法 
UPS をタワー型で設置する場合、下記の手順で設置してください。 
１．バッテリーを取り外した UPS を下記のように丈夫な机に置き、UPS にスタビライザ(台足)を
ネジ(黒色、皿ネジ)4 本で取り付けます。バッテリーを取り外した UPS は約 22kg あります。 
２．UPS を立てて設置したい場所に置きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．バッテリーカバーのネジを取り付けている場合、UPS ディスプレイを手で押さえながらネジ
を外します。ネジを外した直後に UPS ディスプレイ部分がスライドして倒れる場合がありますの
で注意してください。 
４．バッテリーカバーの取っ手を持って下記図の矢印の方向にスライドさせます。また、UPS デ
ィスプレイには金属保護カバーがついていますので、金属保護カバーを固定しているネジを外しま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．梱包時に UPS ディスプレイを保護している保護カバー(オレンジ色)を下記のように外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 

１ ２ 

４ 

５ 
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６．設置（続き） 
 
６．バッテリーを UPS に取り付けます。 
７．バッテリーのコネクターを UPS に接続します。その後バッテリーカバーを閉じます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．バッテリーカバーのネジを取り付け、下記のようにスライドさせます。UPS ディスプレイが
横向きになっている場合は縦向きに回転させます。 
９．バッテリーカバーのスライドを固定するネジを取り付けます。フロントベゼルを取り付けます。
フロントベゼルの APC ロゴを縦向きに回転させます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ ７ 

８ 
９ 
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６．設置（続き） 
 
UPS のラック設置方法 
 本 UPS は EIA 規格の 19 インチサーバーラック(四角穴)に搭載することが可能です。ただし、別
途ラックマウントレールキット（型番：SRTRK2）を購入いただく必要があります。UPS にマウン
トブラケットおよびクリートを取り付け、ラックにはマウントレールを取り付けます。マウントレ
ールは UPS をサポートし、適切な通気を可能にします。UPS をラックに設置するには下記のステ
ップに従い設定してください。 
 

 

通気が良く、埃の少ない場所を選択してください。UPS の全面および背面の通気口

がふさがれていないかどうか確認してください。両側に少なくとも 2.54cm(1 イン

チ)のスペースを空けてください。 

 
UPS は重いため、必ずバッテリーを UPS から取り外してラックに搭載してください。 

 
ラックに UPS およびオプション品のステップダウントランスフォーマや拡張バッテリーパック

を設置する際は、下記の順番で重量物を下段に設置してください。 
 
 上段：ステップダウントランスフォーマ 
 中断：UPS 本体 
 下段：拡張バッテリーパック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
UPS、オプション品をラックに取り付ける際の制限事項 
UPS、オプション品を取り付けるラックには制限事項があります。レールキット取り付け部の奥行
き寸法は 685mm～910mm であることが必要です。UPS, オプション品を取り付ける前に予めご確
認ください。 
 

 

ステップダウントランスフォーマ 

UPS 

拡張バッテリーパック 
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６．設置（続き） 

１．フロントベゼルの APC ロゴを横向きに回転させます。フロントベゼルを外します。UPS ディ
スプレイを固定しているネジを外します。 

２．UPS ディスプレイをスライドさせ、UPS ディスプレイを抑えながらバッテリーカバーを固定
しているネジを外します。ネジを外した直後に UPS ディスプレイ部分がスライドして倒れる場合があ

りますので注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．バッテリーコネクターを UPS から外します。 

４．バッテリーモジュールのハンドルをしっかり持って、バッテリーモジュールをゆっくりと装置内部

から半分ほど引き出します。次いで、バッテリーモジュール底面をしっかりと持って、UPS 内部からバ

ッテリーモジュールを取り出します。バッテリーモジュールは 2 つあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．バッテリーを取り外した UPS を下記のように丈夫な机に置きます。バッテリーを取り外した
UPS は約 22kg あります。 
６．UPS からスタビライザ(台足)を取り外します。UPS ディスプレイを横向きに回転させます。 
 

 

 

 

 

 

 

５ ６ 

１ 
２ 

３ ４ 
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６．設置（続き） 

７．別途購入したレールキット(SRTRK2)を使用して、クリート(なべネジ使用)およびブラケット(皿
ネジ使用)を取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

８．レールキットをラックに取り付けます。取り付け方法はラックマウントレールキット内のマニ

ュアルを参照してください。ケージナットを取り付けます。 

９．UPS の両側を支え、ユニットを慎重にレールに合わせます。 

 UPS の各側面にはクリートがあり、それをレールの溝にスライドさせます。各クリートを溝に合 

 わせ、UPS をスライドしてはめ込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．レールキットに添付されている化粧ネジを使用して UPS をラックに取り付けます。 
１１．バッテリーカバーを開け、バッテリーモジュールを UPS に搭載します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 

１０                  １１ 

８                 ９ 
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６．設置(つづき) 
 

 
1 本のバッテリーモジュールは約 18kg です。2 人以上で作業を行ってください。 

 
１２．バッテリーコネクター２箇所を下記図のように UPS 本体のコネクターと接続します。接続
した後にコネクターが、しっかりと挿入されていることを確認してください。 
１３．バッテリーカバーを閉じ、カバーの取っ手を下記図の矢印方向にゆっくりとスライドさせま
す。バッテリーカバーを下記図のようにネジで止めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１４．フロントベゼルのフックが UPS 本体の取り付け溝に挿入されていることを確認し、フロン 
 トベゼルを静かに取り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 

17 

１４ 

１２                   １３   
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７．バッテリー交換 
 
 UPS には簡単に取り換えができるバッテリーモジュールが実装されています。バッテリーモジ
ュールは危険な高電圧から絶縁されているため、バッテリーの交換は安全です。UPS と負荷装置
を ON のままバッテリー交換可能です (ホットスワップ可能)。専用の交換用バッテリーキットを使
用して交換してください。 
 

 
UPS 内部のバッテリー接続を外すと、負荷は停電から保護されなくなります。 

 
１．別途購入した交換用バッテリーキット(型番：APCRBC140J)からバッテリーを取り出します。 
２．フロントベゼルを外します。 
３．バッテリーカバーのネジを外します。 
４．バッテリーカバーの取っ手を持って、矢印のように下にスライドさせます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
５．バッテリーカバーを開き、バッテリーコネクターを 2箇所外します。 
６．バッテリーモジュールのハンドルをしっかり持って、バッテリーモジュールをゆっくりと装置
内部から半分ほど引き出します。次いで、バッテリーモジュール底面をしっかりと持って、UPS
内部からバッテリーモジュールを取り出します。バッテリーモジュールは 2 つあります。 

 
1 本のバッテリーモジュールは約 18kg です。2 人以上で作業を行ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

３                     ４ 

 

5 6 

１                     ２ 

５                     ６ 
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７．バッテリー交換（つづき） 
 
７．UPS から取り出した古いバッテリーモジュールを別途購入した梱包箱に梱包します。 
８．新しいバッテリーモジュールを下記図のように UPS 内部の取り付け溝に沿って、静かにスラ
イドさせ挿入します。バッテリーモジュールは 2 つあります。 

 
1 本のバッテリーモジュールは約 18kg です。2 人以上で作業を行ってください。 

 
通常、接続中に、バッテリーの接続部に多少の火花が散りますが、問題ありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９．バッテリーコネクター２箇所を下記図のように UPS 本体のコネクターと接続します。接続し
た後にコネクターが、しっかりと挿入されていることを確認してした後、バッテリーカバーを閉じ
ます。 
１０．カバーの取っ手を右側にゆっくりとスライドさせます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
１１．下記図のようにバッテリーカバーをネジで止めます。 
１２．フロントベゼルのフックが UPS 本体の取り付け溝に挿入されていることを確認し、フロン

トベゼルをゆっくりと取り付けます。 
  
 

8 

７                    ８ 

９                    １０ 

１１                    １２ 
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７．バッテリー交換（つづき） 
 
１３．バッテリーは必ずリサイクルしてください。古いバッテリーは適切なリサイクル施設まで届

けるか、交換用バッテリーキットの梱包材に包んで宅急便送付状に“RBC 交換済みバッテリー
在中”と記述し、使用済みバッテリーであることをご記入して送付してください（詳細につい
ては、7 ページの使用済みバッテリー送付先を参照）。 

詳しくは以下の Web サイトをご参照ください。 
 
     バッテリーに関する各種情報  http://www.apc.com/jp/ 
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８．緊急電源停止機能（EPO） 
 
 緊急電源停止機能（EPO）は接続されている負荷機器すべてを AC 電源から直ちに切断する安
全機能です。UPS は直ちにシャットダウンし、バッテリー電源には切り替わりません。 
それぞれの UPS を EPO スイッチに接続します。複数の UPS を作動させるには、それぞれを並列
で EPO スイッチと接続する必要があります。 
電源を接続された機器に戻すには UPS を再起動する必要があります。UPS 正面パネルの電源オン
/オフボタンを押します。 
 
NO 接点 (常時開接点) 
1. EPOスイッチまたはリレー接点が通常開いている場合、 

スイッチまたは接点から配線をEPOターミナルブロック 

のピン1と2に挿入します。16-28 AWG配線を使用します。 

2. ネジを締め付けて配線を固定します。 

EPOスイッチの接点が閉じると、UPS はオフになり負荷機器に供給される電源は停止します。 

 

NC 接点 (常時閉接点) 
1. EPOスイッチまたはリレー接点が通常閉じている場合、 

スイッチまたは接点から配線をEPOターミナルブロックの 

ピン2と3に挿入します。16-28 AWG配線を使用します。 

2. ピン1と2の間に配線ジャンパーを挿入します。 

安全のため、ピン1,2,3の位置にあるネジ3本をしっかり締めてください。 

EPOスイッチの接点が開くと、UPS はオフになり負荷機器に供給される電源は停止します。 

注記：ピン1はEPO回路の電源ソースで、数ミリアンペアの24 V電源を供給します。 

NC接点設定でEPOが使用される場合、EPOスイッチまたはリレーは「ドライ」回路アプリケーシ

ョンの定格であり、低電圧と低電流途向けである必要があります。通常接点が金めっきされた部品

になります。 

EPOインターフェイスはSELV（安全特別低電圧回路）であり、他のSELV 回路にのみ接続します。

EPOインターフェイスは電位を定義されていない回路を監視します。SELV 回路は商用電源から適

切に絶縁されたスイッチまたはリレーによって管理されています。UPSの故障を避けるため、EPO

インターフェイスにはSELV 回路以外の回路を接続しないでください。 

UPSをEPOスイッチに接続する配線は、以下のタイプから選択してください。 

•  CL2 ：汎用のClass 2ケーブル 

•  CL2P：ダクトやプレナム、その他の環境大気用スペース用のプレナムケーブル 

•  CL2R：別階へのシャフトに配線する垂直配線用ケーブル 

•  CLEX：住居や配線管での使用に制限されたケーブル 

•  カナダ国内:CSA 認定のELC（特別低電圧管理ケーブル）以外は使用しないでください。 

•  カナダと米国以外の国での取り付け: 国および地域の規制に従って、標準の低電圧ケーブルを 

使用してください。 
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９．ハードワイヤ接続 
 
UPS の配線作業をする場合は、必ず資格を持つ電気技術者が下記の手順で作業を行ってください。 
 

 

必ず資格を持った電気技術者が作業を行ってください。有資格者以外が作業を行うと感

電したり、火災を起こす危険があります。 
 

 
この装置の配線作業を行う場合は、国および地域の規則に従ってください。 

 

 

作業をする前に本 UPS の電源を必ず OFF にし、バッテリーモジュールのバッテリーコ

ネクターを外してください。さらに、本 UPS の入力ケーブルを電源から外してください。

この作業を行わないと、感電する恐れがあります。 
 
出力のハードワイヤ接続 
  
１．本UPSに接続されている負荷がある場合、負荷の入力ケーブルを本UPSから外してください。 
２．交換作業を行う前に下図のように①本 UPS の電源を OFF にして、②バッテリーモジュールの
コネクターを外してください。③本 UPS の入力ケーブルを電源から外してください。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
３．下図のように本 UPS の出力パネルの 4 箇所のネジを外し出力パネル外します。コネクターの
クリップとコネクターを外します。出力パネルのグラウンドネジを外してグラウンドケーブルを
UPS から外します。 
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９．ハードワイヤ接続（つづき） 
 
４．別途購入した出力ハードワイヤキット（型番：SRT001）のグラウンドケーブルを UPS にネジ
で取り付けます。出力ハードワイヤキットのコネクターを本 UPS のコネクターにしっかりと取り
付け、クリップで固定します。内部の配線ケーブルを挟まないように気をつけて UPS 内に収めま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．出力ハードワイヤキットを４本のネジで UPS に取り付けます。 
 

 
６．２本のネジを外して出力ハードワイヤキットのカバーを取り外します。円形部分のアクセスパ
ネルを、定格銘版が記載されていない側から金槌で打ち抜き円形部分に電線を通します。アクセス
パネルの円形部分に適切なストレインリリーフを必ず使用して、配線したケーブルを固定してくだ
さい。 
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９．ハードワイヤ接続（つづき） 
 
打ち抜き部分の寸法は下図となります(ストレインリリーフは別途準備してください)。 

 
配線ケーブルの抜けおよび安全のため、必ずストレインリリーフで固定してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図：出力ハードワイヤキットカバーの打ち抜き寸法 
単位：mm 

 
 
７．端子ブロックのライン 1（L1）、ライン 2 もしくはニュートラルライン(L2/N)、グランド(GND)
にプラスドライバーを使用して配線します。配線が正しく接続され、ケーブルが抜けないことを確
認してください。国および地域の電気規制を取得した配線を使用してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表：出力端子台の仕様 
 
 
 
 
 
 

 

端子ブロックに配線されるケーブルは、国および地域の電気規制に従ってください。 

配線ケーブルの抜けおよび安全のため、必ずストレインリリーフで固定してください。 
 

項目 仕様 
推奨出力配線サイズ 5.5mm2 
接続可能電線サイズ 5.5-10mm2 
電線被覆剥き量 9mm 
締め付けトルク 1.4Nm 
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９．ハードワイヤ接続（つづき） 
 
８．取り外したネジを使用して、下図のようにカバーを取り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入力ハードワイヤ接続 
 
本 UPS の入力電源仕様は以下の通りです。UPS の入力側の分電盤に下記の外部入力サーキットブ
レーカー(MCCB または配線用遮断機）を用意してください。 
 

電圧 電流 
（全負荷時） 

外部入力サーキット 
ブレーカー定格 

AC200V 24A 30A/2 極 

 
１．下図のように入力カバーを固定しているネジを外します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．入力カバーを外すと入力端子台が現れますので、ライン、ニュートラルやアースの配線位置を
確認してください。ストレインリリーフのカバーを回して取り外し、標準の入力ケーブルを取り外
します。 
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９．ハードワイヤ接続（つづき） 
 
３．配線前に外部入力サーキットブレーカーの出力側に電気が来ていないことを確認してください。
お客様で用意した配線にストレインリリーフのカバーを通してから、配線を外部入力サーキットブ
レーカーから UPS まで配線します。UPS の入力端子台及びストレインリリーフの仕様は下表にな
ります。 
 

表１：入力端子台及びストレインリリーフの仕様 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

４．確実に入力端子台に配線できたか再度、極性や締め付けトルク等問題ないか確認します。確認
後、ストレインリリーフのカバーを締め付けて、配線を引っ張っても端子接続部分にストレスがか
からないことを確認します。 
５．入力カバーを取り付け、ネジで固定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０．保管 
 
 UPS はバッテリーを十分に充電し、カバーを掛けて温度が低く乾燥した場所に保管してくださ
い。保管する前に少なくとも 3 時間以上充電してください。 
 
長期保管について 
 
 本 UPS では、バッテリーを使用しています。そのため、保管中には定期的に補充電を行ってく
ださい。なお、電池工業会では小形制御弁式(シール)鉛蓄電池の取扱いの指針 (電池工業会指針: 
SBA G0202) に基づき、以下のとおり補充電を必要とする時期を定義しています。 
 

温度 期間 

25℃以下 6 ヶ月以内 

30℃以下 4 ヶ月以内 

35℃以下 3 ヶ月以内 

40℃以下 2 ヶ月以内 

 
 
 

項目 仕様 
推奨入力配線サイズ 5.5mm2 
接続可能電線サイズ 5-16mm2 
電線被覆剥き量 9mm 
締め付けトルク 2.0Nm 

ストレインリリーフ 
対応可能ケーブル外形 12.4-20.0mm 
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１１．ユーザー設定項目 
 
UPS の LCDディスプレイから変更できる設定可能な項目です。 
 

設定 
メニュー パラメーター デフォルト

値 オプション 説明 

UPS グリーン 

モード 
無効 無効/有効 グリーンモード運転を有効または無

効にします。 

出力下限 
許容電圧 

184 V 172 ～ 184 V グリーンモードが有効の場合、UPS
の入力電圧が許容電圧下限値と上限

値の間に入っていれば、UPS はグリー

ンモードで運転します。出力電圧が許

容値範囲外の場合、グリーンモードか

らオンラインモードまたはバッテリ

ーモードに切り替わります。 

出力上限 
許容電圧 

216 V 216 ～ 228 V 

出力許容 

周波数 
自動  
(50/60 ± 
3Hz) 

・自動 

(50/60 ± 3Hz) 
・50 ± 0.1 Hz 
・50 ± 3.0 Hz 
・60 ± 0.1 Hz 
・60 ± 3.0 Hz 

UPS の出力周波数を設定します。 

出力周波数 
スルーレート 

1 Hz/Sec ・0.5 Hz/Sec 
・1 Hz/Sec 
・2 Hz/Sec 
・4 Hz/Sec 

出力周波数（Hz/s）の変化率を選択し

ます。 

バイパス下限

許容電圧 
160 V 160 ～ 184 V UPS の入力電圧が許容電圧下限値と 

上限値の間に入っている場合、バイパ

スモードが有効になっていれば、 

バイパスモードで運転します。 
バイパス上限

許容電圧 
240 V 216 ～ 260 V 

バイパス許容

周波数 
広い周波数

帯域 47～
63Hz 

・広い周波数帯域

47～63Hz 
・出力周波数設定

を使用 

広い周波数帯域に設定できます。これ

により 47 ～ 63  Hz の入力周波数

範 囲でバイパス モード運転が可能

になります。 

ローランタイ

ム警告 
150 秒 0 ～ 3600 秒 残りの運転時間がこのレベルに達す 

ると UPS から警告音が出されます。 

セルフテスト 
スケジュール 

スタートア

ップ + 14 
日毎 

・なし 
・起動時 

・起動時 + 7 日  
・起動時 + 14 日 

UPS がセルフテストを実行する間隔 
を設定します。 

PDU モデル 標準 標準/SRT001 PDU の適切な運用のため、UPS に設

置する PDU モデルを選択します。 

デフォルト 

設定 
いいえ はい/いいえ UPS の出荷時のデフォルト設定にリ 

セットすることができます。 
エネルギーメ

ーターのリセ

ット 

いいえ はい/いいえ エネルギーメーターは、UPS 出力エ 
ネルギーの使用状況に関する情報を 
保存します。リセット機能を使い、エ

ネルギー メーターを 0 kWh にリセ

ットできます。 
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１１．ユーザー設定項目(つづき) 
 

設定 
メニュー パラメーター デフォルト値 オプション 説明 

バッテリ

ー 
(Battery) 

インストール

日 
バッテリーイ

ンストール日 
Month-Year 
（年月） 

バッテリーを交換した日付を入力しま

す。 

交換のお知ら

せ 
(Replacement 
Notification 
Time） 

183 日 ・0-730 日 

・-1 
本項目は、バッテリー交換時期の事前

通知を設定します。バッテリー交換時

期はバッテリー搭載日から 4.5 年後に

設定されており、デフォルトではそこ

から 183 日前になると UPS がアラー

ム音を発し、ディスプレイインターフ

ェイス画面に交換のお知らせとしてメ

ッセージが表示されます。本通知を無

効にするには、-1 を選択します。 
バッテリー 

交換アラーム

リマインダー 
(Replacement 
Battery  
Alarm 
Reminder） 

14 日 ・0-365 日 

・-1 
本項目は、上記の「交換のお知らせ」

の繰り返し通知間隔を日数で設定しま

す。繰り返し通知を無効にするには、-1 
を選択します。 

ディスプ 
レイ 

(Display） 

言語 日本語 英語/フランス

語/イタリア語 
ドイツ語/スペ

イン語/ポルト

ガル語/日本語 
/ロシア語 

ディスプレイインターフェイスの言 
語を選択します。 

選択可能な言語はモデルとファー ム
ウェアバージョンによって異なり ま
す。 

アラーム音 有効 無効/有効 無効になっている場合、UPS からアラ

ーム音は一切発生しません。 

液晶バック 

ライト 
自動減光 ・常にオン  

・自動減光  
・自動オフ 

イベントが実行されていない場合、自

動減光で液晶のバックライト照明を暗

く調整、または自動オフで消灯するこ

とによりエネルギーを節約することが

できます。イベントの発生や画面イン

ターフェ イス上のボタンを押したと

きに、全画面インターフェイス照明は

最大の明るさになります。 

液晶設定 最適値 色 明るさ 

コントラスト 
それぞれの液晶バックライトの色に 
合わせて明るさとコントラストを調整

します。 

メニューの 

種類 
ユーザー選択 標準/詳細 標準メニューには、一般的に使用する

オプションが含まれます。 

すべてのパラメーターには、詳細メニ

ュー オプションが含まれます。 
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１１．ユーザー設定項目(つづき) 
 

設定 
メニュー パラメーター デフォルト値 オプション 説明 

コンセン 
ト 

(Outlets) 

遅延後 

電源オン 
0 秒 0 ～ 1800 

秒 
コマンド受信から起動するまでの制 
御可能コンセントグループの待ち時 
間を設定します。 

遅延後 

電源オフ 
90 秒 0 ～ 32767 

秒 
シャットダウンコマンドを受信してか

ら実際に停止するまでの制御可能コン

セントグループの待ち時間を設定しま

す。 
リブート時間 8 秒  4 ～ 300 秒 UPS が再起動するまでの制御可能コ 

ンセントグループの停止時間を設定 
します。 

最少リターン

ランタイム 
0 秒 0 ～ 32767 

秒 
シャットダウン後、制御可能コンセ 

ントグループが起動する前に、必要と

するバッテリーランタイムを設定しま

す。 
バッテリー 

負荷制限時間 

（Loadshed 
Time On  
Battery） 

無効 無効/有効 使用していない制御可能コンセントグ

ループを、バッテリー電源から切り離

すことにより、バッテリーを節約する

ことができます。切断までの待機時間

を指定するには、バッテリー負荷制限

時間時間の設定で行います。 
32767 秒 5 ～ 32767 

秒 
制御可能コンセントグループが停止す

る前のバッテリー運転させる時間を設

定します(有効にした場合設定可能)。 

負荷制限 

ランタイム

（Loadshed 
Runtime） 

無効 無効/有効 負荷制限ランタイムの閾値に達したと

きに、制御可能コンセントグループを

バッテリー電源から切り離し、バッテ

リーを節約することができます。 
0 秒 0 ～ 3600 

秒 
選択したランタイム閾値に達した時、

制御可能コンセントグループを停止 
します(有効にした場合設定可能)。 

過負荷制限 

（Loadshed 
Overload） 

無効 無効/有効 105%を超える過負荷状態が発生した 
場合、直ちに制御可能コンセントグル

ープをオフにします。過負荷状態を修

正後、マニュアルで起動コマンドを実

行することで制御可能コンセントグル

ープを再起動させることができます。 

ネットワ

ーク設定 
IP アドレス 

モード 
  Manual、

DHCP、 
BOOTP 

詳細はネットワーク管理ユーティリテ

ィ CD を参照ください。 

IP アドレス   IP、サブネッ

ト、ゲートウ

ェイを入力 
 



 

 - 38 - 
Rev.7 

 

１２．ランタイム 
 
UPSおよび拡張バッテリーパック (SRT192BPJ) を接続した際のランタイム（バックアップ時間）

表です。 

 

必ず UPS 本体と拡張バッテリーパック(最大 10 台まで）のアース線を TVSS ネジで

接続してから、拡張バッテリーパックのバッテリーコネクターを UPS のバッテリー

コネクターに接続してください。緑/黄色のアース線を接続しない場合、感電する恐れ

があります。 
拡張バッテリー 

パック数 

0 

(UPS 本体のみ) 
1 2 5 10 

VA W バックアップ時間（分） 

800 700 49 169 297 705 1429 

1500 1400 22 80 142 340 691 

2000 1800 16 61 108 260 528 

2800 2500 11 42 75 182 371 

3300 3000 8 34 61 149 305 

4000 3400 6 28 51 126 258 

4500 4000 5 24 44 108 223 

5200 4600 4 20 38 93 191 

  上記ランタイムは力率=約0.9の負荷を想定した値となります。また、数値に関してはあくまでも参考値
であり、実際のバックアップ時間は充電状態、周囲温度、使用年数等により異なります。 
 
 
１３．添付品 
 
  本装置の梱包箱には UPS本体以外に以下の添付品が添付されています。 

No. 品名 個数 備考 

1 フロントベゼル 1個  

2 マニュアル CD及びマニュアル類 1セット  

3 RJ45 シリアルケーブル 1本 長さ：4.5m 

3 USB ケーブル 1本 長さ：2m 

4 ネットワーク設定用通信ケーブル 1本 長さ：2m 

5 EPO ターミナルブロック 1個  

6 スタビライザ(台足) 2セット  

7 台足用ネジ(M4) 4本  

8 温度センサーケーブル(AP9335T) 1本 
タイマウント、ワイヤークリッ

プ等マウントキット含む 

9 ネットワーク管理用 CD 1枚  

10 ネットワーク管理用マニュアル類 1セット  
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１４．火災予防条例について 
 

 無停電電源装置を設置すること等により、バッテリー容量(Ah・セル)の合計が 4800Ah・セル以

上となるときは、専用不燃区画に設置する必要があります(火災予防条例準則第 11 条、13 条)。詳

しい内容を所轄消防署にお問い合わせの上、「設置届書」をご提出ください。 
 

装置のバッテリー容量 
 バッテリー容量の計算式は以下のようになります。 

・ 容量(Ah・セル)=単電池(セル)あたりの定格容量(Ah：鉛畜電池では 20 時間率を基準)×単電池

数(セル) 

 

計算方法 
 拡張バッテリーパック(SRT192BPJ) は、96V/5Ahのバッテリーモジュールを4個使用しています。

また、使用されている小形鉛蓄電池は1セル当たり電圧が2Vのため、1台のバッテリーモジュール

のセル数は、96V÷2V＝48（セル）となります。 

セルの定格容量は5Ah（20時間率）であるので、拡張バッテリーパック1台当たりのバッテリー容

量は、48（セル）×5（Ah）×4(個) ＝960（Ah・セル）/1台となります。 

UPS本体では、96V/5Ahのバッテリーモジュールを2個使用しています。 

同様にUPS本体のバッテリー容量は、 

48（セル）×5（Ah）×2(個) ＝480（Ah・セル）/1台となります。 

 

 したがって、火災予防条例の規制対象は、 

UPS本体 480（Ah・セル）＋ SRT192BPJ 960（Ah・セル）×4台＝4320（Ah・セル） 

となり、拡張バッテリーパック5台目から、4800（Ah・セル）を超えるため規制対象となります。 

 
計算結果 
 
・拡張バッテリーパック(SRT192BPJ)5 台目から、火災予防条例の規制対象となります。 
・UPS本体の容量：480 (Ah・セル) 
・拡張バッテリーパック(SRT192BPJ)1台あたりの容量：960(Ah・セル) 
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１５．製品保証 
 
保証範囲 

シュナイダーエレクトリック株式会社は、商品に対して下記で示した期間の無償保証を行います。 
但し、日本バージョンの日本国内で使われている Smart-UPS に限ります。 
この保証は天災や事故によるダメージ、お客様の過失、間違った使用や改造した Smart-UPS に  
は適用されません。 

 
保証期間及び各保証範囲 

1 無償保証 
・購入日より起算して 2 年間。 
・無償保証期間内でも次の場合は有償扱いになります。 

1. お客様による輸送・移動時の落下、衝撃等、お客様のお取扱いが適切ではないために生
じた故障・損傷の場合 

2. 火災・地震・風水害・落雷等の天災地変、テロ、暴動、公害、煙害、ガス害(硫化ガス等)、
異常電圧や指定外の電源使用等による故障・損傷の場合 

3. ご使用上での誤り、あるいは不当な修理・調整・改造を行ったことによる故障･損傷の
場合 

4. 海外で使用された場合 
 

2 有償保証 
  ・無償保証期間 2 年経過後の商品 

 
  3 供給及び修理の継続 

・ 購入日より起算して 7 年間の保証とします。 
 

 
生命維持に関する方針 
 1 一般的な方針 
 シュナイダーエレクトリックは、一般的な方針として生命維持装置に当社のいかなる製品もご使
用いただくことをお勧めしません。生命維持装置では、APC 製品の障害や誤動作によって生命維
持装置に障害が発生した場合等、それらの装置の安全性や有効性が著しく損なわれることが当然予
期されます。シュナイダーエレクトリックは(a)ケガや損傷の危険性が最小となっており、(b)お客
様がそのようなすべての危険性を承知し、(c)その状況のもとでシュナイダーエレクトリックの責任
が十分保護されることが書面で十分保証されるまでは、生命維持装置の領域で使用することを承知
しながら当社の製品を販売することはいたしません。 
 
 2 生命維持装置の例 
 生命維持装置とみなされる装置の例としては、新生児酸素分析装置、神経刺激器（麻酔、鎮痛等
に使用）、自動輸血装置、血液ポンプ、細動除去器、不整脈検出器および警告器、ペースメーカー、
血液透析システム、腹膜透析システム、新生児人工呼吸保育器、大人/子供兼用人工呼吸器、麻酔
人工呼吸器、点滴ポンプ、および合衆国食物医薬品局が「生死に関わる」と指定したその他すべて
の装置があげられます。 
 多くの APC UPS システムに対し、オプションとして APC 製品以外の「病院等級/医療機器等級」
の配線装置と漏れ電流装置を注文ができるものがありますが、シュナイダーエレクトリックではこ
のような修正が施された装置が、弊社または他の組織によって「病院等級/医療機器等級」として
認定あるいは分類されていると提言するものではありません。 
 
 
 
 



 

 - 41 - 
Rev.7 

 

１６．ブロック図 
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１７．外形図 
 
 
 

単位：inch [mm] 
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